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第13号

　広島県社協が主催する「東日本大震災ひろしまボラネット応援隊」で６月20日㈪から５日間、ス
タッフとして一般ボランティアの方々と総勢17名で宮城県岩沼市社協の災害ボランティアセンター
（VC）の支援に行ってきました。
　被災された家屋の土砂の除去、仮設住宅での生活ニーズの聴き取り調査などをしました。これからの
VCの活動は、住環境を整備するための土砂かきなどの支援とともに被災者に寄り添ったメンタル面で
の生活サポート活動が必要になってきています。
　江田島市社協では、これまで４名の職員と５名の一般ボランティアを、VC運営支援、ボランティア
として宮城県へ派遣しました。今後もこの派遣に積極的に協力し、将来、江田島市社協災害ボランティ
アセンターの運営にも役立てていきたいと考えています。（事務局長　堂野﨑）

　「ひろしまボラネット応援隊」　活動報告

ガレキの撤去作業

ひろしまボラネット応援隊メンバー 仮設住宅での生活ニーズ聴き取り調査

足裏マッサージのボランティア



　災害ボランティアセンターに着いてから、ボランティア活動に入るまでどのような流れで進んでい
くのかをご紹介いたします。流れについては、必ずしも全てのセンターが同じ方法で運営されている
わけではなく、災害の規模やスタッフの人数によっても運営方法が変化してくるので、基本的には、
現地の災害ボランティアセンターの指示に従うようにしてください。

※自分勝手な活動は現地での混乱のもとになります。必ず現地災害ボランティアセンターと連携し、
指示に従い活動しましょう。

災害ボランティアセンターの流れ

⑥資材洗い→活動報告
・持ち帰った資材の数を確認し、きれいに洗って
元に戻します。
・活動してみての「気付き」等を報告します。

※資材の過不足など改善可能な点を報告してください。

③オリエンテーション
・活動にあたっての内容や役割を確認します。

※被災地での活動だということを認識するためにも、しっ
かり聴きましょう。

④送り出し
・必要な資材を積み
込んで、現地へ赴
きます。

※積み込んだ数を確認し
ておく必要があります。

⑤活　動
・怪我や事故のないよう、小まめに休憩を取りな
がら、みんなで協力して行いましょう。

※自分では善意のつもりでも、被災者にとって押しつけと
ならないよう気をつけましょう。

①ボランティア受付
・ボランティア保険加入の有無、活動内容の確
認、名札などの作成をします。

※ボランティア保険は事前に地元社協で加入しておきまし
ょう。

②待機→マッチング
・被災者から出されているニーズ（要望）と活動
を行うボランティアのマッチング（調整）を行
います。

※いつも活動のニーズがあるとは限りません。待機時間
が１～２時間となることもあります。



　「かけはし」利用者の方が判断能力が低下し意思表示が困難となった場合、または、法律面での支援が必要
となった場合は成年後見制度へと移行し、江田島市社会福祉協議会が一体的・継続的に支援します。

 「権利擁護センターえたじま」では、認知症高齢者や障がいのある方をはじめとする市民のみなさんが、住
みなれた地域で安心して暮らし続けられるよう、次のようなお手伝いを総合的・一体的に行っています。お気
軽にご相談ください。　　

　相談員の皆さんが、日常生活の悩みごとや心配ごとの相談に応じて解決に努めます。
問題によっては関係機関の紹介もします。
　相談所は市内のどこでもご自由にご利用できます。
� 問江田島市社会福祉協議会　地域福祉課　☎40－2501

８月　心配ごと相談所ご案内
　《開設時間　午後１時～３時30分》

能美町 大柿町 沖美町 江田島町

４㈭
江田島市
農村環境改善センター

11㈭ 大柿公民館 18㈭
市役所
沖美支所

25㈭ 江田島公民館

●問い合わせ　権利擁護センターえたじま【能美保健センター内】　電話40－2501

「権利擁護センターえたじま」からお知らせ

 　福祉サービスの利用や権利擁護のための相談・苦情を受けます。
　「福祉サービスを利用したいけど、利用の仕方がよくわからない。」
など、お困りの方はご相談ください。

相談・苦情対応

　判断能力の不十分な方々を法律面や生活面で保護したり支援したり
する制度です。内容説明、利用相談、家庭裁判所への申し立て支援、
専門家の紹介などを行うとともに、社協で、法人として成年後見を受
任します。

成年後見制度利用支援

　自分ひとりで契約などの判断をすることが不安な人や、お金の管理
に困っている人に対し、生活支援員が福祉サービスの利用支援と、お
金の出し入れ等を支援します。（例：訪問セールスへの対応支援）
　ただし、契約できる判断能力は必要です。

福祉サービス利用援助事業
（かけはし）

福祉サービス利用援助事業（かけはし） 成年後見制度へ判断能力低下



科　　　　目 予算額 決算額

収

入

の

部

会費収入 2,744 2,288
寄付金収入 1,700 601
経常経費補助金収入 35,790 35,770
助成金収入 2,420 2,536
受託金収入 36,601 33,942
事業収入 3,260 3,925
貸付事業等収入 8,000 5,907
共同募金配分金収入 3,740 3,667
介護保険収入 222,831 211,862

居宅介護支援事業 44,954　 44,033　
訪 問 介 護 事 業 58,982　 47,960　
通 所 介 護 事 業 92,408　 94,369　
福祉用具貸与事業 26,487　 25,500　

自立支援費収入 7,669 9,583
雑収入 726 842
受取利息配当金収入 277 １９５
会計単位間繰入金収入 2,053 ９４９
経理区分間繰入金収入 13,289 11,344

経常収入計 341,100 323,411
施設整備等収入 ０ ０
財務収入 8,569 568

当期収入計 34９,669 323,979
前期末支払資金残高 66,611 76,881
合　　　　計 416,280 400,860

つ
、
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
事
業
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
各
事
業
の
概
略
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
で
す
。

　

ま
ず
、
地
域
福
祉
事
業
に
お
い
て
は
、“
住
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
福
祉
”
を
推
進
す

る
た
め
、市
の
地
域
活
性
化
支
援
員
と
協
働
し「
小

地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
、
新
た
な
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
一

定
の
成
果
は
上
が
り
ま
し
た
が
、
市
内
全
域
で
の

活
動
推
進
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
今
後
の
課
題
も
残

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
地
区
社
協
」、「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」、「
え
が
お
え
た
じ
ま
応
援
セ
ン
タ
ー
」、

「
し
お
か
ぜ
ネ
ッ
ト
」の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
被
災
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
地
域
住

民
の
権
利
擁
護
を
推
進
す
る
た
め
「
法
人

に
よ
る
成
年
後
見
」、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
援
助
事
業
」
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

次
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

は
、
職
員
を
各
種
研
修
会
に
積
極
的
に
参

加
さ
せ
資
質
向
上
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
、
多
様
な
事
業
を
推
進
す
る
社
協
ら
し

さ
を
生
か
し
利
用
者
の
立
場
に
な
っ
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
は
、
全
般
的
に
は
前
年
度
並
み
の
収

益
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
利
用
が
落
ち
込

ん
だ
事
業
も
あ
り
、
今
後
の
制
度
改
正
に

対
応
し
た
事
業
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

　

障
害
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
家
族

全
体
を
対
象
と
し
た
複
雑
な
事
例
が
増

え
、
障
害
者
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
障
害
者
か
ら
の
各
種
の
相
談
に

積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一

方
、
「
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
」

は
、
取
引
先
事
業
者
を
新
規
開
拓
し
た
こ

と
に
よ
り
就
労
事
業
の
収
益
が
大
幅

に
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
安
定
的
に
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

本
年
度
は
、
新
規
事
業
と
し
て
障
害

児
日
中
一
時
支
援
事
業
を
市
か
ら
委

託
を
受
け
て
実
施
し
、
利
用
者
や
保

護
者
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
な
ど
概
ね

所
期
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
各
事
業
に
つ
い
て
も
、

平
成
22
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
概

ね
順
調
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
法
人
全
体
の
決
算

の
概
要
は
、
支
出
に
つ
い
て
は
、
の

う
み
通
所
介
護
事
業
所
の
老
朽
化
、

利
用
者
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
施

設
の
整
備
に
係
る
大
き
な
出
費
が
あ

り
ま
し
た
が
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
収
入
が
、
比
較
的
に
順
調
で
あ
っ

た
た
め
，
そ
の
財
源
も
期
中
の
収
入

で
ま
か
な
え
年
度
当
初
と
年
度
末
の

資
金
残
高
の
差
が
少
な
い
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

社
協
の
根
幹
事
業
で
あ
る
、
法
人

運
営
事
業
お
よ
び
地
域
福
祉
事
業
に

つ
い
て
は
、
補
助
金
・
寄
付
金
等
が

減
少
し
た
た
め
、
介
護
保
険
事
業
か

ら
繰
り
入
れ
を
し
て
財
源
の
確
保
を

し
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
に
つ

い
て
は
、
一
部
減
収
と
な
っ
た
事
業

も
あ
っ
た
が
、
全
体
的
に
は
順
調
で

あ
っ
た
た
め
、
一
般
会
計
全
体
で
は

基
金
を
取
崩
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

資
金
収
支
計
算
書
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

就
労
支
援
事
業
は
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
に
よ
る
、
盆
灯

籠
の
売
り
上
げ
増
加
や
貝
殻
通
し
の
大
口
受
注
等
に
よ
り
平

成
21
年
度
と
比
較
し
て
、
大
幅
な
増
収
と
な
り
、
利
用
者
へ

の
工
賃
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
事

業
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
費
収
入
が
、
前
年
と
比

較
し
て
若
干
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、
小
規
模
通
所
授
産

施
設
か
ら
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し
て
３
期
目
を
経
過

し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
施
設
の
修
繕
等
に
備
え
る
積
立
金
を

積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

資
金
収
支
計
算
書
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

自立支援センター

あおぞら特別会計資金収支計算書

あ
お
ぞ
ら
特
別
会
計

単位：千円

一般会計資金収支計算書 単位：千円

一
　
般
　
会
　
計

決
算
の
あ
ら
ま
し

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
地
方
の
過

疎
化
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域
社
会
で
の
人
間

的
な
繋
が
り
が
希
薄
化
す
る
な
ど
、
福
祉
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
３

月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
経
済
構
造
、

防
災
へ
の
対
応
、
社
会
保
障
制
度
な
ど
国
の
在
り

方
が
根
幹
か
ら
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
本
会
で
は
「
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
と
し
て
、
地
域
に

信
頼
さ
れ
持
続
可
能
な
社
協
」
を
め
ざ
し
て
、
法

人
運
営
の
適
正
化
と
組
織
の
機
能
強
化
を
図
り
つ

事
業
報
告
の
概
要

　

平
成
２２
年
度
事
業
報
告
と
決
算
が
５
月
３０
日
の
理
事
会
で
認
定
、

評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

科　　　　目 予　算　額 決　算　額

収
　
入
　
の
　
部

就労支援事業収入
　灯ろう作り事業収入
　貝殻通し事業収入
　小物・葉書作り事業収入
　空缶回収事業収入
　フィルター梱包事業収入
　その他の事業収入

7,800
4,800
1,300

400
300
200
800

7,718
4,721
1,187

334
400
319
757

私的契約利用料収入 396 383
自立支援費収入 34,537 32,291
補助事業等収入 2,383 ２,318
寄付金収入 100 155
雑収入 0 16
借入金利息補助金収入 107 107
受取利息配当金収入 40 1
施設整備等補助金収入 530 530
借入金元金償還補助収入 2,970 2,970

当期収入計 48,863 46,489
前期末支払資金残高 21,082 27,756

合　　　　計 69,945 74,245

科　　　　目 予　算　額 決　算　額

支
　
出
　
の
　
部

就労支援事業支出 7,800 7,239
人件費支出 21,524 20,301
事務費支出 6,785 5,010
借入金利息支出 107 107
会計単位間繰入金支出 2,053 949
固定資産取得支出 1,295 1,198
借入金元金償還金支出 2,970 2,970
積立預金積立支出 10,504 10,503
予備費 3 0

当期支出計 53,041 48,277
当期末支払資金残高 16,904 25,968

合　　　　計 69,945 74,245

科　　　　目 予算額 決算額

支

出

の

部

人件費支出 240,746 228,273

事務費支出 33,253 26,274

事業費支出 36,523 31,193

利用者負担軽減額

貸付事業等支出 8,000 4,000

助成金支出 7,240 6,986

負担金支出 ６０ 52

経理区分間繰入金支出 13,289 11,344

経常支出計 339,111 308,122
施設整備等支出 12,019 10,841
財務支出 3,958 3,892

当期支出計 355,088 322,855
予備費 692 0
当期末支払資金残高 60,500 78,005
合　　　　計 416,280 400,860



自立支援センター

あおぞら特別会計予算の内訳

事
業
計
画
の
概
要

  基
本
計
画

　

近
年
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
と
と
も
に
、
地
域

社
会
や
家
庭
・
家
族
の
あ
り
様
が
大
き
く
変
容
し
、

地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
関
係
の
希
薄
化
や
高
齢
者
世

帯
の
増
加
、
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
福
祉
制
度
で
は
解
決
が
難
し
い
社
会
課
題
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
地
域
福
祉
推
進
の

中
核
組
織
と
し
て
の
本
会
の
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す

重
要
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
年
度
に
お
い

て
も
引
き
続
き
行
政
と
協
働
し
地
域
に
お
い
て
住
民

が
お
互
い
に
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し
、

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
地
域
住
民
参
加
に
よ
る
小
地
域
福
祉

活
動
・
地
区
社
協
の
育
成
を
最
重
点
課
題
と
し
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
住
民
が
安
心
し
て
、
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
法
人
後
見
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事

業
「
か
け
は
し
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
事
業
・
障
害
者
自
立
支
援
事
業
等
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
多
様
な
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
社
協
ら
し

さ
を
活
か
し
な
が
ら
、
自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
に

も
安
定
し
た
経
営
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度

は
、
介
護
保
険
制
度
、
障
害
者
自
立
支
援
法
等
の
見

直
し
に
向
け
た
議
論
が
本
格
化
す
る
た
め
、
そ
の
動

向
を
注
視
し
、
し
っ
か
り
し
た
情
報
把
握
・
分
析
の

も
と
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
会
が
住
民
の
た
め
に
地
域
福
祉
を
推

進
し
住
民
に
信
頼
さ
れ
持
続
可
能
な
組
織
で
あ
る
た

め
に
は
、
法
人
運
営
の
適
正
化
と
組
織
の
機
能
強
化

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
各
事
業
の

執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
つ
と

と
も
に
事
業
の
あ
り
方
な
ど
調
査
研
究
し
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
地

域
住
民
の
生
活
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

被
災
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
全
国
的
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
全
国
社
協
組
織
内
の

江
田
島
市
社
協
と
し
て
、
行
政
・
県
社
協
等
と
連
携

し
な
が
ら
積
極
的
に
支
援
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
を
基
本
方
針
と
し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
一
層
の
地
域
福
祉
の
増
進
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
23
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が
３
月
29
日
の
理
事
会
で

同
意
、
評
議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
事
業

会費・寄付金収入
3,712千円（0.9％）

市補助金収入
39,245千円
（9.5％）

前期未支払資金残高
60,500千円（14.7％）

当期未支払資金残高
60,500千円（14.7％）

助成金収入
1,350千円（0.3％）
受託金収入
34,024千円
（8.2％）

自立支援費収入
9,827千円（2.4％）

その他の収入
10,728千円（2.6％）

積立預金
取崩収入
3,150千円
（0.8％）

会計単位間
経理区分間
繰入金収入
19,269千円
（4.7％）

貸付事業収入
8,000千円（1.9％）

共同募金配分金収入
4,550千円
（1.1％）

介護保険収入
218,181千円（52.9％）

人件費支出
243,452千円
（59.0％）

事務費支出
29,308千円（7.1％）　

事業費支出
36,850千円（8.9％）

貸付事業等支出
8,000千円
（1.9％）

経理区分間繰入金支出
14,215千円（3.4％）
助成金支出
7,020千円（1.7％）

予備費など
834千円（0.2％）

その他の支出
4,107千円（1.0％）

4億1,253万6千円

4億1,253万6千円

固定資産取得支出
及び繰入金支出
8,250千円（2.0％）

一般会計収入

一般会計支出

一 般 会 計 予 算 の 内 訳

就 労 支 援 事 業 収 入 8,000千円
私 的 契 約 利 用 料 収 入 396千円
自 立 支 援 費 収 入 33,281千円
補 助 事 業 等 収 入 1,800千円
寄 付 金 収 入 100千円
借入金利息補助金収入 107千円
受 取 利 息 配 当 金 収 入 40千円
借入金元金償還補助収入 2,970千円
前 期 末 支 払 資 金 残 高 16,904千円

収入合計 6,368万8千円

就 労 支 援 事 業 支 出 8,000千円
人 件 費 支 出 18,950千円
事 務 費 支 出 8,028千円
借 入 金 利 息 支 出 107千円
会計単位間繰入金支出 5,054千円
固 定 資 産 取 得 支 出 1,200千円
借入金元金償還金支出 2,970千円
積 立 預 金 積 立 支 出 2,300千円
予 備 費 175千円
当 期 末 支 払 資 金 残 高 16,904千円

支出合計 6,368万8千円

一般会計予算の事業別内訳
事業区分 予　算　額

法人運営事業 47,938千円
共同募金配分金事業 4,550千円
地域福祉事業 31,662千円
障がい者生活支援事業 14,689千円
グループホーム事業 7,893千円
居宅介護支援事業 63,145千円
訪問介護事業 67,256千円
通所介護事業 131,898千円
福祉用具貸与事業 26,353千円
基金運営事業 104千円
資金貸付事業 11,500千円
退職金積立事業 5,548千円

合　　計 ４億1,253万６千円

※支払資金残高を含む

平
成
23
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

１
　
地
域
み
ん
な
で
助
け
合
い
（
共
助
）

○
え
が
お
え
た
じ
ま
応
援
セ
ン
タ
ー

○
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

○
し
お
か
ぜ
ネ
ッ
ト

○
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

２
　
住
民
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
（
自
助
）

○
地
区
社
協
の
育
成

○
被
災
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
事
業

（
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
生
活
サ
ポ
ー
ト

活
動
と
し
て
、
社
協
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
現

地
へ
の
人
材
派
遣
・
募
金
活
動
等
必
要
な
支
援
に

積
極
的
に
協
力
し
ま
す
。
）

３
　
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
お
手
伝
い
（
公
助
）

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

○
訪
問
介
護
事
業

○
通
所
介
護
事
業

○
福
祉
用
具
貸
与
事
業

４
　
総
合
相
談
事
業

○
心
配
ご
と
相
談
事
業

○
各
種
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

５
　
権
利
擁
護
事
業

○
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
「
か
け
は
し
」

○
法
人
に
よ
る
成
年
後
見
の
受
任

６
　
障
が
い
者
支
援
事
業

○
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」
の
経
営
（
あ
お
ぞ
ら
・

ゆ
う
ゆ
う
）

○
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

○
障
が
い
者
居
宅
介
護
事
業

○
障
が
い
者
日
中
一
時
支
援
事
業
（
７
月
～
８
月
）

７
　
法
人
運
営
の
適
正
化
と
組
織
の
機
能
強
化

○
事
務
局
体
制
・
各
事
業
の
効
率
的
な
運
営
を
推
進

○
人
材
育
成
に
よ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
実
現

○
役
員
・
評
議
員
参
画
に
よ
る
法
人
運
営
の
適
正
化
を
推
進

（
専
門
部
会
の
活
性
化
）

○
地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
先
駆
的
な
取
り
組
み
へ
の
ゆ
み

な
い
努
力

８
　
そ
の
他
の
事
業

○
自
立
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
配
送
）
の
受
託

○
貸
付
事
業
の
実
施

○
共
同
募
金
活
動

○
福
祉
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
実
習
生
の
受
入
れ

○
そ
の
他
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業



まご
ころ

※
本
会
へ
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
に
よ
る
寄
付
金
控
除
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
勝
手
な
が
ら
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

♥
社
協
福
祉
活
動
へ
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
福
祉
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
２３
年
３
月
１
日
～
平
成
23
年
６
月
３０
日
受
付
分
）

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

福
祉
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
飛
渡
瀬
妙
覚
寺
仏
教
婦
人
会

　
　
佐
伯
沖
組
仏
婦
連
盟

　
　
深
江
宗
顕
寺
仏
教
婦
人
会

　
　
江
田
島
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
に

　
　
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
賛
助
会
員
は
特
に
本
会
の
社
会
福
祉
事
業
に
賛
同
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
・
企

業
・
団
体
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
会
費
は
市
内
の
地
域
福
祉
活
動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

一
口
：
１
、
０
０
０
円

何
口
で
も
結
構
で
す
。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
職
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
又
、
振
込
用
紙

も
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
江
田
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
８
２
３
―
40
―
２
５
０
１

白地水産(株)から車いす購入経費の寄付
　この度、白地水産(株)から頂いた寄付

金で、車いす15台を購入しました。車

いすは、市内の桟橋（小用・切串西沖・

切串吹越・中町・高田・三高）および、

市社協が運営する、のうみ通所介護事業

所（能美福祉センター）、おおがき通所

介護事業所（大柿老人福祉センター）に

配置し、各施設の利用者のために貸し出

しています。ご利用されたい方は、お気

軽にご相談ください。

賛
助
会
員
募
集
の
お
願
い

三
　
吉　
　

横　

手　

悦　

子

柿
　
浦　
　

匿　

名　

希　

望

中
　
町　
　

増　

井　

裕　

嗣

美
　
能　
　

久
保
河
内　
　

香

三
　
吉　
　

田　

中　

秀　

昭

飛
渡
瀬　
　

北　

風　

邦　

夫

鹿
　
川　
　

匿　

名　

希　

望

藤
井
寺
市　
　

船　

越　

久　

人

岡
大
王　
　

匿　

名　

希　

望

教
法
寺
仏
教
婦
人
会

江
田
島
地
区
保
護
司
会

香
典
返
し

一
般
寄
付


